
会 議 録  

会 議 の 名 称 平成２７年度第１回行田市下水道事業運営審議会  

開 催 日 時  平成２７年１０月２８日（水）  

     開会：午後１時３０分 ・ 閉会：午後３時２０分   

開 催 場 所  水道庁舎 ２階第３会議室  

出席者（委員） 

氏  名  

 吉野修 大河原梅夫 田尻要 中山毅 山崎時敬  

 鈴木正夫 相原香保留 宮川圭子 白鳥拓治  

欠席者（委員） 

氏  名  

 

事 務 局  
 小林都市整備部長 長谷見下水道課長 高橋主幹  

多田主査 本間主任 木村主査 坂本主任  

会 議 内 容 

(１ )  会長・副会長の選出について  

(２ ) 埼玉の下水道について  

(３ ) 行田公共下水道について  

  ○公営企業会計の適用について  

  ○下水道管の埋設工事の状況について  

  ○下水道施設の長寿命化対策事業について  

 

 

会 議 資 料 

(資料名・概要等 )  

・埼玉の下水道  

・行田市公共下水道事業公営企業法の法適用について  

・下水道管の埋設工事の状況について  

・下水道施設の長寿命化対策事業について  

 

 

そ の 他 必 要 

事 項 

 傍聴者なし  
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 発 言 者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮議長  

 

事務局  

 

仮議長  

 

 

 

 

 

 

 

会長  

副会長  

事務局  

 

 

 市民憲章の唱和  

１ 開会  

 配布資料の確認  

２ 都市整備部長あいさつ  

 小林都市整備部長あいさつ  

３ 議事  

 委員自己紹介  

 事務局紹介  

（１）会長・副会長の選出について  

 第１回審議会につき、会長・副会長が未選出のため、事務局より

吉野委員を仮議長として選出する。  

 会長・副会長の選出は、委員の互選によるとあるがいかがするか？  

事務局案はあるか？  

 事務局案として、市議会議員から会長を、学識経験者から副会長

をお願いしたいと考える。  

 ただいまから、会長、副会長を選出する。事務局は、退出願う。  

 （事務局退室）  

－会長・副会長の選出－  

 事務局は、入室願う。  

 （事務局入室）  

 審議の結果、大河原委員に会長の職を、田尻委員に副会長の職を

お願いすることとなった。  

 仮議長の職を解かせていただく。  

 会長あいさつ  

 副会長あいさつ  

 本日は、委員定数９人に対し出席者は９人となっており、行田市

下水道運営審議会条例第６条第２項の規定により委員の過半数が出

席しており、本審議会は成立していることを報告する。  
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会長  

 

 

中山委員  

会長  

白鳥委員  

 

 

中山所長  

 

白鳥委員  

 

中山所長  

 

 

相原委員  

 

 

小林部長  

 

 

 

 また、本日の会議は、公開を原則とする。公開については、市ホ

ームページ、市政情報コーナー等で公開する。なお、本日は、傍聴

人がいないことを報告させていただく。  

 本日は、市長より諮問された議案はないため、協議会形式で進行

させていただく。  

それでは、議事の進行を審議会条例第６条の規定により大河原会

長にお願いする。  

（２）埼玉の下水道について  

 荒川左岸北部下水道事務所長である中山委員から説明をお願いす

る。  

 資料「埼玉の下水道」の資料に用いて埼玉の下水道について説明。 

 ご意見、ご質問はあるか。  

 内水処理が下水道に流れ込むと思うが、内水があふれた場合に、

現在、改修している武蔵水路に流れ込むなど、武蔵水路との関連は

あるか。  

 武蔵水路と県流域下水道との関連はない。  

 河川のほうは、関連があると思うが、下水道は、関連がない。  

 市街であふれた水は、武蔵水路、公共下水道、流域下水道のどち

らに流れるか？  

 雨水が整備されているところは、雨水の管渠から河川に流れ込む。

武蔵水路の放流先は、荒川であるが、武蔵水路には直接流れていな

い。  

 蛇口を捻れば当たり前のように水が出てくるが、水は、ありすぎ

ても困るし、無くても困る。行田市の水道は、市内全域にいきわた

っているか。  

 行田市は、もともと地下水が豊富で、上水道があまり普及してい

なかった。特に北部は、各家庭が井戸水を使っていた。利根川沿い

は、水質がよくなく、各地区で井戸を掘って共同で運営していた簡

易水道もあった。昭和５５年からの第３次拡張計画で、（旧行田）市
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相原委員  

 

 

小林部長  

 

 

 

 

相原委員  

 

 

 

小林部長  

 

 

 

 

 

山崎委員  

小林部長  

 

会長  

 

 

事務局  

 

会長  

内全域に行き渡った。南河原地区には、簡易水道があるため、水道

は、行田市内全域には、行き渡っている。  

 老朽化した水道管は、随時更新していると思うが、全部取替える

には、どれくらいの費用がかかるか、また、そうした場合は、市民

に費用負担があるか。  

 整備は、水道事業で行うため、直接の費用負担は、ない。ただし、

更新の収支計画を立て、収入に不足が見込まれる場合は、極力、起

債（借金）を活用し、市民負担がないように努めるが、どうしても

足らない場合は、水道料金の改定と言う形で、費用を負担いただく

可能性はある。  

 行田市には、水源がどれくらいあるか。話では、水源が豊富なた

め、武蔵水路を作るときに、水をもらわなかったと聞いた、豊富な

うちはよいが、無くなってしまうと困る。武蔵水路改修の際に、も

らうことは出来なかったか。  

 武蔵水路は東京オリンピックの時に東京が水不足のため水道用水

を送るため造られた。  

 行田市には多額の費用がかかる水利権をもっていない。その事か

ら水ももらうことは出来ない。  

 武蔵水路の改修の目的は、耐震性を高める事、大水がでた時に忍

川の水を取り込んで荒川へ流す機能を高めるために施工している。  

 アスベストを使用している水道管の取替え工事は終了したか。  

 計画で平成２７年度に工事が終了する見込み。耐震性の面からも

工事を進めている。  

 それでは、次の議事に進行する。  

（３）行田公共下水道について 公営企業会計の適用について事務

局に説明を求める。  

 資料「公営企業会計の適用について」プロジェクターを使用し説

明。  

 ご意見、ご質問はあるか。  
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白鳥委員  

吉野委員  

中山所長  

 

 

 

 

会長  

 

会長  

 

事務局  

 

会長  

 

 

 

事務局  

 

会長  

吉野委員  

 

事務局  

 

 

 

 

 

吉野委員  

 公営企業会計の適用となった場合、料金の値上げとなるのか。  

 移行の実績のある中山所長に確認したい。  

 料金の関係については、下水道事業の経理から建設負担金と維持

管理負担金という支出に対し、収支計算から必要である場合は料金

の値上げもある。人口減少等の問題が顕著になる事や施設の老朽化

から、５年に一度料金の見直しを行う事が必要となっていくと考え

る。  

 ご意見、ご質問は以上とする。  

―１０分間の休憩―  

 続いて、行田公共下水道について 下水道管の埋設工事の状況に

ついて 事務局へ説明を求める。  

 資料「下水道管の埋設工事の状況について」プロジェクターを使

用し説明。  

 ご意見、ご質問あるか。  

 特に無いようなので次に進行する。  

 行田公共下水道について 下水道施設の長寿命化対策事業につい

て事務局に説明を求める。  

 資料「下水道施設の長寿命化対策事業について」プロジェクター

を使用し説明。  

 ご意見、ご質問があるか。  

 説明の中にあった、突発的事故とあるがどのような事故があるの

か。  

 下水道施設はポンプ施設と管路施設と２種類に分類されるが、管

路施設については、取付管や老朽管が原因の陥没事故が挙げられ、

これに対し、随時点検を実施している。また、修繕については既存

の管を生かしながら、陥没事故が起きないよう行っていくと考えて

いる。ポンプ場施設については、３６５日と管理会社が常駐してお

り緊急度を判断し随時修繕を行っている。  

 ポンプ場が停電となった場合はどのような対応しているか。  
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事務局  

 

 

 

 

会長  

事務局  

 ポンプ場は、雨水と汚水が混合している合流式と、汚水のみの分

流式と２通りある。合流式については、自家発電機を設置している。  

 また、分流式については、自家発電機はないが、一般家庭からの

汚水は雨水と比較して少なく、下水道管に貯留する等しており、半

日程度の復旧であれば使用上の問題はない。  

 以上で議事のすべてが終了となったので、議長の職を下りる。  

４ 閉会  

 都市整備部下水道課長 長谷見課長  

 


